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出題の意図 

 

入試年度 2025年度 

入試区分 学校推薦型選抜 

科目 生物 

出題の意図 本学で歯科医学を学ぶための意欲と、基礎的な科学的素養を

評価します。教科書レベルの「多肢選択問題」で基礎知識の

定着を確認するとともに、「実験文章問題」や「図・グラフ

の作成」を通じて、与えられた情報の概念を理解して、論理

的にアウトプットできる柔軟な思考力を問います。 
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解答例 

（２０２５年度） 

理  科（生  物）解答用紙 
採

点

[1] 

[2]－ [A] 

問１ 問２ 問３ 問４ 

アセチルコリン T 管（横行小管）  Ca2+ トロポニン

問５  

細胞呼吸とは別に，酵素反応を介して ADP にリン酸を供給して ATP を合成する。  

[2]－ [B] 

問１ 問２ 問３ 

シュワン細胞 軸索の太さ  髄鞘の有無  ノルアドレナリン

問４  問５  

延 髄  ① 脱分極 ② 再分極 ③ 過分極

[3] 

問１  問２  

酸素 96 mg, 二酸化炭素  132 mg 

 

A: 1/3 , a:  2/3 

問３（ⅰ）  

金平糖状に縮む  

問３（ⅱ) 

12％の食塩水は正常な血しょう塩分濃度である 0.9％よりも濃く，高張液である。そのため、細胞内液の水が細胞

外へ移動するため，赤血球は丸く縮まずに金平糖状に縮んだ。  

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 

5 2 5 1 3 2 4 

問６ 問７ 問８ 問９ 問 10 

1 3 3 2 4 2 5 

好気呼吸の式は 

C6H12O6 + 6O2 +6H2O → 6CO2 + 12H2O  

（C6H12O6 + 6O2 → 6CO2 + 6H2O ） 

グルコースを 90 mg 消費したので，90/180＝0.5 mM 

酸素の分子量 32 と二酸化炭素の分子量 44 から各質量は 

O2：32×6×0.5=96 

CO2：44×6×0.5=132 

AA:Aa:aa=1:2:3 なので，A と a を書き出してみると、 

A；（AA×1）+（Aa×2）+（aa×3） =  4 

a；（AA×1）+（Aa×2）+（aa×3） = 8 

A と a が 4 + 8 = 12 あるので、 

A の頻度は，4/12 = 1/3 

a の頻度は，8/12 = 2/3 


